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3. 前節の 2.とは異なる
立場の主張を批判的
に検討する

4. 自分の主張の限界  　    
補足や代案

URLと閲覧した日付
も記入する

引用文献リストの書き方
p.109～112を必ず参照
・書籍
・論文
・新聞
・ホームページ

5. 「おわりに」の書き方
p.93～ 95を参照

　・目的の確認
　・結論の提示
　・ 明らかにできなか

ったこと
　・今後の課題

文字数の配分の目安
題名＋引用文献リスト
 10％
序論（はじめに） 30％
本論 50％
結論（おわりに） 10％
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【重要】本文中の引用・引用文献リストのフォーマットはp.68～69を参照。

〈引用文献リストの書き方：APAスタイルで記載した例〉14）

文献の順番は、APA（American Psychological Association）スタイルに準じて
アルファベット順とする。

引用文献

14）井下千以子（2013）「入学前教育の動向と課題―ギャップタームをどう活かすのか」『初
年次教育の現状と未来』世界思想社．における注ならび引用文献リストを改変して作成した。

天野郁夫（2012）「学年制と秋入
学を考える」『IDE 現代の高等
教育』541, 12-19．

Barr, R. B., & Tagg, J. (1995). From 
teaching to learning: A new 
paradigm for undergraduate 
education. Change, 27(6), 12-25.

Barkley, E. F. (2005). Collative 
Learning Techniques: A handbook 
for college faculty, John Wiley & 
Sons, San Francisco. 安永悟監訳
（2009）『協同学習の手引き―
大学教育の手引き』ナカニシヤ
出版．

中央教育審議会「学士課程教育の構
築に向けて（答申）」(https://www.
mext.go.jp/component/b_menu/
shingi/toushin/__icsFiles/afieldfi 
le/2008/12/26/1217067_001.
pdf）（2012年 1月 6日閲覧）．

日本経済新聞（2012a）1月 21日
付朝刊「社会全体で考えたい秋
入学」．

日本経済新聞（2012b）2月 20日
付朝刊「秋入学，変革のうねり 
大学開国　1」．

小此木啓吾（1978）『モラトリア
ム人間の時代』中央公論社．

山田礼子（2010）「初年次教育の現
状と展望」大学教育学会30周年記
念誌編集委員会編『大学教育 研
究と改革の30年』東信堂, 29-48.

〈学術雑誌論文の場合〉
著者名（発行年）「論文題目」『雑
誌名』巻（号）, 掲載頁．
〈英文雑誌論文の場合〉
著者名（発行年）論文題目，雑誌
名（イタリック体），巻（号）数
（巻数はイタリック体）, 掲載頁．
〈翻訳書の場合〉
原著者名（発行年）．書名（イタ
リック体），発行所，発行地．訳者
名（翻訳書発行年）『翻訳書名』翻
訳書の出版社名．

〈インターネットや省庁ホームペー
ジからの引用〉
掲載元「ページの見出し」（URL）
（引用者の最新閲覧日）．
※学術論文や新聞をインターネッ
トで検索した場合はURLと閲覧日
を記載する必要はない。p.111参照
〈新聞の場合〉
新聞名（発行年）日付, 朝刊「見出し」

〈同著者で発行日が同年の場合〉
（発行年 a）, （発行年 b）とする

〈単行本・書籍の場合〉著者名（発
行年）『書名』出版社名．
〈単行本の特定の章の場合〉
章の著者名（発行年）「章の題目」 
収録されている単行本の編者名 
『書名』出版社名, 掲載頁．
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4
　パラグラフの書き方

パラグラフとは
パラグラフとは、いくつかの文が集まって、意味のまとまりを示した
たものです。日本語の段落は、パラグラフの概念を輸入したものであり、
一区切りの文の集合として用いられてきましたが、概念も用法も漠然と
しているといわれています 15）。
それに対し、英語のパラグラフの基本的な考え方は、自分の主張を読
み手（audience）に明確に伝え、読み手を納得させることにあります。
英語のパラグラフの構造は、次の３つの要素から成り立っています 16）。

①　トピック・センテンス（topic sentence）：話題と主張を述べる
②　サポート・センテンス（supporting sentences）：①の裏づけ
③　結びの文（concluding sentence）：結論を述べる

書き方の基本
英語のパラグラフの概念を理解し、書き方を学べば、論理の構造を読
み手に明確に示すことができるようになります。書き方は、次の 4点
にまとめられます。さらに、図 13や例文（pp.116～117）を参考にすれ
ば、パラグラフの構造を具体的に理解することができます。

①　パラグラフの冒頭は、１文字分、空けて書き始める。
②　1 つのパラグラフに、トピック（話題）は 1 つだけにする。トピッ

ク・センテンスを読めば、話題と主張が明確にわかるようにする。
③　次のサポート・センテンスが、主張を裏づける役割を果たす。

15）前掲書．木下（1994）『レポートの組み立て方』pp.180–181．
16）上村妙子・大井恭子（2004）『英語論文・レポートの書き方』研究社．

USER
［別紙２］�


